
 

 

 

 

 

令和７年度 10 周年記念号（No.15 2026 年２月発行） 

） 

山形大学 障がい学生支援センター 

山形大学 障がい学生支援センター 設立から 10 周年！  

障がい学生支援センターは２０15 年に設立し、今年度で 10 周年となります！ 

そこで今回の「障がい学生支援センターだより」では、この 10 年の障がい学生支援センターの対応状況等をまとめ、

ご紹介したいと思います！  

◆  

Fig. 1 をご覧いただくとわかるように、支援センターを利用する障がい学生は設立当初から毎年増えています。 

新型コロナウィルス感染症が爆発的に流行した R２年度からは特に精神障がい学生の利用が大幅に増え、R5 年度

には対応する障がい学生（相談者数を含む）が１００名を超えました。今後も同様の傾向は続くものと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 障がい学生の種別内訳 

かつては発達障がい学生の利用が大半でしたが、 

Fig. 2 に示したように、ここ数年で精神障がい学生の 

利用が増え、同程度になってきています。学生相談室 

カウンセラーや教職員の皆様から、成績不振や休み 

がちになっている学生をご紹介いただき、つながる 

ケースが増えてきているからだと考えます。 

修学面で気になる学生がいたら、ぜひご相談・ご紹介 

ください！ 

◆ 障がい学生支援センターFDSD 研修会の開催実績 

障がい学生支援センターでは、教職員の理解啓発を目的として、 

毎年「障がい学生支援センターFDSD 研修会」を開催しております。 

近年では急増している「精神障がい」をテーマにした研修会を開催 

し、多くの教職員の皆さまに参加いただきました。 また今年度からは 

研修会の一部を学内ページから視聴いただけるようにしました。 

 次年度からも障がい学生への教育・支援の実践につなげていただけ 

るような研修会を企画して参ります！ 

障がい学生支援センターだより 
誰もがいきいきと学べる大学 

「障がい学生支援センターだより」は「UD（ユニバーサルデザイン）フォント」を使用しています 

 

山形大学 障がい学生支援センター 設立から10 周年！ 
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Fig. 1 障がい学生の在籍推移（H27年度後期～R7年度（R8.1月時点）） 

視覚障害, 1名

聴覚障害, 

4名

慢性疾患等, 

17名

発達障害（疑い

含む）, 47名

精神障害（疑い

含む）, 49名

未受診・未診断, 4名

Fig. ２  
障がい種別 
（R8.1月時点） 

年度 研修会テーマ 

H29 視覚・聴覚障がい学生への支援 

H30 障がいのある当事者から学ぶ 

R1  発達障がいの理解と教育・指導の実際 

R2 （コロナ禍のため開催断念） 

R３ 発達障がい学生への合理的配慮 

R４ 精神障がい学生への合理的配慮 

R５  精神障がい学生との関わり方と連携 

R6 同上（オンデマンド配信） 

R7 合理的配慮に関する実践的な考え方 

 

Table.1 FDSD研修会テーマ一覧 

◆障がい学生支援センター利用学生（障がい学生）の在籍推移 

◆障がい学生の種別内訳 

◆障がい学生支援センターFDSD研修会の開催実績 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい学生支援センターだより 令和７年度 10 周年記念号（No.15）  

先生方へのお願い！ ― 配慮依頼文書の確認・実施 ― 

障がい学生支援センター TEL: 023-628-4922  FAX: 023-628-4485 

 E-mail:  yu-shougai-shien@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 ホームページ URL：http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/scsd/ 

支援センター 

HP の URL は、 

右のコードから 

読み取れます 

支援センターでは、学生それぞれの合理的配慮のエッセンスをまとめた 「配慮依頼文書」 を発行しています。 

令和７年度は、100 名強の学生が支援センターを利用し、後期には約 70名分の配慮依頼文書を発行しました。 

新年度も、配慮を希望する学生が同程度おりますので、ご理解とご対応のほど何卒宜しくお願い申し上げます！ 

また、2024 年度からは文書での通知ではなく、キャンパススクエア（以下、CS）上で配慮依頼内容を確認する形に

なりました。 学期途中に配慮依頼を行う学生もいるため、定期的に確認するようお願いいたします！ 

 

配慮を実施する上でのポイント（P.11） 

 

先 生 方 へ の お 願 い ！！ 

◆ 学期開始月（4月、10月）や学務等から配慮依頼に関する連絡がありましたら、CS上で 

必ず要配慮学生の情報と配慮依頼内容をご確認下さい！ 

学期途中で配慮依頼を行う学生もいるため、月1回など定期的に名簿等を確認願います！ 

◆ 配慮依頼文書の内容は、当該学生の所属学部等でも確認いただき、了承されたものです。 

記載内容は「合理的配慮」にあたるもので、正当な理由なく、かつ学生等と対話もなく 

配慮を実施しないことは「不当な差別的取り扱い」とみなされます。 

◆ 配慮依頼文書は、あくまでも必要な対応の大枠を示したもので、先生方が実施する授業

方法、評価方法によっては、必要な対応が異なることもあります。配慮の実施が難しい等が 

あれば、必要に応じて当該学生と対話の場を持っていただきますよう、ご対応のほどよろしく

お願いいたします！ご不明な点がございましたら、障がい学生支援センターまでご相談下さい！ 

◆ 配慮依頼情報がCSで閲覧できるようになるのは、授業開始２，３週間後のケースが多いです。 

早めの対応が必要と思われる場合には、学生から直接相談にうかがうよう促しますので、 

ご対応のほどよろしくお願いいたします。 

 

YU ハートサポーター活動の紹介 

支援センターで養成している YU ハートサポーター（支援学生、通称「ハトサポ」）による今年度の活動を紹介します。 

今年度は、前期に「教室内のアクセシビリティ状況の調査」、後期には「手話講座」を行いました。 

◆ 教室内のアクセシビリティ状況の調査 

 車椅子等を利用する運動障がい学生が１人で教室まで

アクセスできるかどうか、教室内を移動できるかどうかな

どを実際に車椅子に乗って調査しました！ 

   車椅子目線で移動してみると、

通路幅が思ったより狭かったり、

スライドドアを重く感じたり、学生

証をタッチするのが難しかったり

と、さまざまなバリアが潜んでい

ることがわかりました！ 

◆ 手話講座の開催（11/10～2/2 の 10 回） 

 後期から希望するハトサポに対し手話講座を開催し、 

約１０名が参加しました。指文字と自己紹介をマスターし

た後は、少しずつ会話の練習を行いました！  

皆さん熱心に 

参加してくれ 

たので、来年 

度も細々と続 

けたいと思っ 

ています！ 

  ▲ 調査の様子 ▲ 講座の様子 ▲ 講座資料 

◆教室内のアクセシビリティ状況の調査 ◆手話講座の開催（11/10～2/2の 10回） 


